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特長

中央加振法にマスキャンセルを適用し、付加質量による影響を補正した振動減衰値を求めます。

素材の振動減衰測定
～マスキャンセルを適用した中央加振法～

Cat.No 3E5J-235-00-230802

当社は、代表的な振動減衰測定法である中央加振法にデジタルマスキャンセルを適用することで、センサおよび試験片保
持治具の質量影響による測定不確かさを軽減した損失係数（振動減衰を表す量）を測定できます。

図2 周波数応答関数の例

図1 測定システムの概略

中央加振法の振動減衰測定におけるマスキャンセル方法

中央加振法の測定値はセンサおよび試験片保持治具の質量が加わった値であり、この付加質量を補正する方法をマス
キャンセルと呼びます。

現在、マスキャンセル専用装置（マスキャンセルアンプ）は生産中止になっていますが、当社ではマスキャンセルアンプ
を使用しないデジタルマスキャンセルを行います。試験片の測定結果から試験片がない時の測定値をデジタル除算す
ることでマスキャンセルを実施し（図1）、マスキャンセルを適用した周波数応答関数（図2）から損失係数（図3）を求める
ことができます。
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図3 損失係数の例




